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1
Go Down, Moses（1942）は，William Faulknerの創作活動の大きな転機を示す作品である。読者






しかし 1942年の Go Down, Moses以後，この状況が劇的に変わった。アメリカ最高レベルの文学
的知性と感性の持ち主で，critic, scholar, poet, editorであるMalcolm Cowleyが，Faulknerの傑出
した才能に気付き，その文学的特質を一般読者に知らしめるべく，Faulknerの様々な作品―長
編の一部や短編―を編纂して，1946年に The Portable Faulknerとして出版した。Faulknerが描
いてきた深南部の年代記的な小説群 the Yoknapatawpha Sagaの概略を示すことを目的に編纂され
たこの anthologyには，当時出版されたばかりだった Go Down, Mosesから 3つの storiesが収録さ
れている。このたった 1冊の本が，文学界の認識を完全に転覆させた。それまでずっと無名状況の
中で 15年以上創作を続けてきた Faulknerは，またたく間にアメリカと世界から最高の評価と注目
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ている。本論で解明するのは，Go Down, Mosesの中心をなす神話と歴史認識の storiesで前面に出
されている抽象観念の意味を解明すること，およびその抽象観念と，黒人を主人公とする stories
の意味との深い関連を明らかにすることである。私が指摘するような一貫した作品の意味を見出
しているわけではないが，Cleanth Brooksは“Go Down, Moses has a great deal more over-all unity 
than a superficial glance might suggest”（244）と直感的に気付いている。
















‘Because it was never Ikkemotubbe’s father’s father’s to bequeath Ikkemotubbe to sell to 
Grandfather or any man because on the instant when Ikkemotubbe discovered, realized, that he 
could sell it for money, on the instant it ceased ever to have been his forever, father to father to 
father, and the man who bought it bought nothing.’
‘Bought nothing?’ and he
‘Bought nothing. Because He [God]…made the earth…and then He created man to be His 
overseer on the earth…to hold the earth mutual and intact in the communal anonymity of broth-
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erhood, and all the fee He asked was pity and humility and sufferance and endurance and the 














人類史の当初からを関心の対象として抽象的に論じるという Go Down, Mosesのやり方は，以後

















ら手が付けられない矯正不能な悪童で，祖父母が働き暮らす農場内でも break into the commissary 

























































にとって，焦がれている妻は“vanished but not gone”（133）の状態にある。これを証明するかの
ように，妻を激しく求める夫の前に，妻は apparitionとして姿を現す。失われた楽園回復悲願を象
徴する phrase“vanished but not gone”は，そのまま中心となる 2つの神話物語“The Old People”
と“The Bear”のテーマの要約になる 5。だからこそ，2つの神話物語の直前に，全く異質に見え
る“Pantaloon in Black”をあえて配置し，次に展開される同じテーマの予告をしている。
本論の論述は以下の順序で進めたい。まず次の第 3章で，Go Down, Mosesに至る以前の，
Faulknerが 30歳代に書いた，具象性に支えられた傑作群の特質を見て，この特質と，後期作品に
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3
1955年のインタヴューで，Faulknerは，彼の豊饒な創作母体となる the Yoknapatawpha worldの
発見について，以下のような発言をしている。
Beginning with Sartoris I discovered that my own little postage stamp of native soil was worth 
writing about and that I would never live long enough to exhaust it, and by sublimating the actual 
into the apocryphal I would have complete liberty to use whatever talent I might have to its abso-
lute top. It opened up a gold mine of my peoples, so I created a cosmos of my own…. There is no 
such thing as was̶ only is. If was existed there would be no grief or sorrow. （Meriwether and 
Millgate 255, italics original）
Faulknerが初めて創作母体を発見した作品は Flags in the Dustであったが，これは少なくとも 6つ
に分けられるべき小説で，それを一つの作品に詰め込んだため散漫になり過ぎているという理由
で，原稿を読んだすべての出版社から出版を断られ，ついに Faulknerの友人の Ben Wassonが全
体の四分の一をカットして，Sartorisという題名に変更してようやく 1929年に出版にこぎつけた。
もとの Flags in the Dustは Faulkner の死から 11年後の 1973年になって初めて出版された。「過去
と現在は一体不可分に繋がっているもので，過去と断ち切られた現在などない，もしそれがある
とすれば人間精神が滅びる時である」というこの引用内容にも明らかなように，時間の連続性と
過去の不滅性は，the Yoknapatawpha Saga全体を貫くテーマになっている。しかし，Flags in the 
Dust（Sartoris）は，まだ Faulknerの資質が十全に発揮されてない凡庸さの段階に留まっていて，
それが十全に開花するのは，Faulkner自身が“the one [work] that I anguished the most over, that 
I worked the hardest at”（Gwynn and Blotner 61）と自認する The Sound and the Fury（1929）であ
る。この 2作は相次いで書かれたのだが，才能の発揮という面では非常に大きな飛躍が果たされた。
傑作期の特質を明らかにするために，Flags in the Dust （傑作期の直前）と，傑作を代表する The 
Sound and the Furyと，その段階から抜け出しかけている Go Down, Mosesの 3作を並べてみると，
そこで目につく最大の違いが，時間の悲劇性と不可分になった，小説の中心となる魅力的な女性
像の有無であることに気付く。Faulknerの三大傑作― The Sound and the Fury, Light in August, 
Absalom, Absalom!―それに Sanctuaryの詳細な分析を通して，Faulkner文学の核となるのが，
処女膜幻想であるという説を，私はすでに拙論 The Rape of the Nation and the Hymen Fantasy 6で
詳しく論証しており，また同じ時期の As I Lay Dyingと The Hamletにおいても，同一の hymen 
fantasyが作品の核心になっていることを，私はすでに論じているが，傑作期の 30年代の hymen 
fantasyを，その前後の時期と関わらせながら，意味を要約してみよう。








の時代は，the hymen fantasyが顕著に出ているが，Flags in the Dustと Go Down, Mosesにはそれが，
それぞれ異なる原因で欠落している。まず Flags in the Dustの方から見てみよう。

















する術を掴んでいなかった Flags in the Dustの段階から，The Sound and the Furyという傑作の段
階に飛躍する契機になったのは，中心となる女性像―泥だらけのズロースを履いて木に登ってい
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いる，白痴の弟 Benjyにとっての Caddyの存在の意味を聞いてみよう。
He himself didn’t know what he was seeing. That the only thing that held him into any sort of 
reality, into the world at all, was the trust that he had for his sister, that he knew that she loved 
him and would defend him, and so she was the whole world to him, and these things were flashes 
that were reflected on her as in a mirror. （Gwynn and Blotner 64）
Caddyは，Benjy以外のすべての兄弟にとってと同様に，その意味はそれぞれに異なるとしても









The Sound and the Furyに始まる Faulknerの 1930年代の作品では，Caddyと同様の魅力と破壊
力を備えたヒロインが中心となっている。Light in Augustの Lena Grove, As I Lay Dyingの Addie 
Bundrenと娘の Dewey Dell，Sanctuaryの Temple Drakeと Ruby Lamar，Absalom, Absalom!の






















であった。“The Bear”で主人公 Isaacが重大な決意をするのが，その宣言とほぼ同じである 1888
年に設定されていることはもちろん偶然ではなく，この急激すぎた北部主導の開発の破壊性と，そ
れに付随して起こった“a deterioration of American moral values”（Trilling）7を強調するためであ
る。自然破壊の問題が明確に打ち出されているのとは対照的に，作中で the Great Migrationが直
接言及されることはないが，黒人が南部を捨てて，北部へ去ってしまうことを南部共同体の解体の












Tomasinaが成長すると，実の娘と incestを犯して息子 Tomey’ Turlをもうける。Tomey’s Turlか
ら発したのが，この小説に登場する Carothersの黒人系子孫である。こうした先祖の罪と汚れをど
のように償うのかが，神話的な物語の関心事である。
“The Old People”は 1879年のMississippiの大森林を舞台に，12歳の Isaacが，Sam Fathersに
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務を負う行為である。鹿の血を額に付けられて「洗礼」を受けることは，Isaacの所属が，文明世





And as he talked about those old times and those dead and vanished man of another race 
from either that the boy knew, gradually to the boy those old times would cease to be old times 
and would become a part of the boy’s present, not only as if they had happened yesterday but as 
if they were still happening, the men who walked through them actually walking in breath and air 

























を，文明世界から野性の世界へ移すという Isaacの 6年にわたる修業も，1年のうちの 2週間に限
られるのであり，残りの 50週余は，彼も文明世界の中で生きなければならないし，彼の物語は，
2週間だけを神聖視し，残りの 50週を無視する内容であるともいえよう。次の“The Bear”は，











の community] was of the men, not white nor black nor red men, hunters, with the will and hardiness 
to endure and the humility and the skill to survive”（184）であり，このホモソーシャルな男たち
が飲むウィスキーも，単なるアルコール飲料のレベルを超越した“some condensation of the wild 





けを付されていることは，“that doomed wilderness whose edges were being constantly and punily 
gnawed by men with plows and axes who feared it because it was wilderness”（my italics 185）を，先
の引用と比べてみれば一層明確になる。
Faulknerにとって，過去から現在に至る時間は，ひとえに喪失・堕落・衰退・破滅をもたらす 8





















It seemed to him that something, he didn’t know what, was beginning; had already begun…. It 
was the beginning of the end of something, he didn’t know what except that he would not grieve. 
He would be humble and proud that he had been found worthy to be a part of it too or even just 
















はない。このことは熊を殺す日の狩人たちを率いるMajor de Spainの描写，“when they went into 
the woods this morning Major de Spain led a party almost as strong, excepting some of them were not 
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いるからであろう），白人を入れるしかなかった。新大陸に白人が持ちこんだ悪―奴隷制度，土
地私有制度のみならず，すべての文明的な傲慢さを指す―は，“only the white man’s blood was 















































…he [Isaac] seemed to see her [Eunice] actually walking into the icy creek on that Christmas 
day six months before her daughter’s and her lover’s （Her first lover’s, he thought. Her first） child 
was born, solitary, inflexible, griefless, ceremonial, in formal and succinct repudiation of grief and 















である娘，“Go Down, Moses”において，Chicagoで死刑になる Butch等々の全員が，新たな人生
の可能性などを掴むことから完全に隔てられた姿で描かれている。
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Isaacは，南部の歴史的な悪行連鎖を断ち切り，償いを具体化するために，文明の汚れにまみれ
た先祖伝来の plantationの相続を拒否し，キリストと同じ無一文の大工になって，“I am free”（268）
と，南部の呪いから解き放たれたと宣言する。しかしこれで先祖の罪に対する彼の贖罪が完結した
わけではなく，常に黒人との運命共同体性を確認し続けねばならない。だから Isaacの“I am free”
という主張は，逆説的に聞こえるかもしれないが，南部運命共同体のしがらみに自ら進んで縛ら
れることでもあり，彼は自由の宣言をするとほぼ同じくして，“no man is ever free and probably 
could not bear it if he were [free]”（269）だと言う。この矛盾して見える 2つの言葉は，同じ意味
を指しているのである。
















Buckと Buddyの双子の老人のもとに，亡き父 Carothersが混血の自分の娘に産ませた Tomey’s 









は，Tennieを追いかける Tomey’s Turlを追いかける Buckを追いかける Sophonsibaのドタバタ劇
が展開され，そしてこの全員の去就を賭けるポーカーが行われる。追跡や賭けの的になっているの
は，黒人ばかりではなく，白人の Buckと Sophonsibaも同様であり，頻繁に主張される「非道な
奴隷狩り」というような説 10は多くの事実を見逃している。Cleanth Brooksが 47年も前に指摘し
ているように，これは“no Uncle-Tom’s-Cabin-style pursuit of a Eliza”（246）である。つまり Buck
は自分の結婚を回避するために，Tomey’s Turlの結婚も阻止しなければならず，そのために連れ
戻そうと追跡するにすぎない。逃亡した日のうちに Tomey’s Turlを捕まえられなくて，隣の農場








の去就である。結局は Sophonsibaと Tomey’s Turlの結婚願望だけが実現するのが，何とも滑稽で
ある。
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rank stink of baseless and imbecile delusion, that boundless rapacity and folly, of the carpetbagger 
followers of victorious armies”（my italics 266）を，論理を逸脱して付されることになる。
この 2人兄姉の欠落を埋めるのが，自らの意思でこの地に留まる弟 Lucasであり，Lucasはこの









Carothersに酷似しており（68― 69，114等），さらに“a composite of a whole generation of fierce 
and undefeated young Confederate soldiers”（114）でもあると言い，まさに旧南部社会の顔そのも
のである。さらに Lucasは，白人男性特有の形の誇りと自我不安を抱えており，親戚である白人農












処理するために，インディアンの塚を掘っていたある晩，“the old earth, perhaps the old ancestors 
themselves”（38）が彼の頭に落ちてきて，その中から 1枚の金貨が出てくる，というのが，“The 













この後に，Go Down, Mosesの中核をなす少年 Isaacを主人公とする 2つの狩猟神話物語が展開さ
れる。そしてそれが終わった後，小説は神話を離れて，いきなり現在（1940年）の現実を舞台に
した“Delta Autumn”になる。直前の“The Bear”の最終場面では 18歳だった Isaacは，ここで
は一気に 73歳の老人になっており，老人となった Isaacが狩猟仲間とともに，わずかに残った森













人男性との結婚を勧めると，女は“Old man, have you lived so long and forgotten so much that you 







この物語のMollieと，“The Fire and the Hearth”のMolly（名前の綴りが 2つの物語で違う）とは，
一応同じ人間であるはずだが，そうなると生じる矛盾は，今は問わないことにする。さて，26歳
























Go Down, Mosesの中のたった 4％にしか過ぎない短い物語“Go Down, Moses”が，小説全体と同
じ題名を持たせられていることに疑問を抱く批評家は何人もいるが，それは旧南部社会を正当化す
る神学が，この物語で最も劇的に試されているからである。







































るようになっていたのだろう。彼が作家として出発した 1920年代から，Go Down, Mosesを出版す
る 1942年までに，彼を取り巻く状況は大きく変わっている。第一次世界大戦後の 1920年代の好景
気は雲散霧消し，the Great Depression，さらには第二次世界大戦が起こり，それまで拘泥してい




Mosesの“Delta Autumn”では，Hitlerを相手とした戦争であるという話が出され，もはや Union 
vs Confederacyの感情や価値観で対応できる状況ではなくなっているように，変化を見せている。
Patrick McHughの記述によれば，
In the Thirties, the rural-agrarian farming life in the South was fast disappearing. The failing eco-
nomics of sharecropping and the day wages made available in part by federal money distributed 






る New Southを紛い物として歯牙にもかけなかった Faulknerだったが，この頃から，不快ではあ
るがもはや New Southしか残されていないという感覚が強まり，またそれにつれて，1942年には，
以前には見られなかった“articulate in the national voice”（Selected Letters 166）という態度を公言
するようになる。南部の人種問題の病弊を描く必要性も自覚してくるが（この社会変革的な関心が



























Down, Moses以前の The Wild Palms（1939）においてすでに始まりかけていた。エロスの喪失，処
女の存在の喪失，肉体（具象）を失った「愛」のイデオロギー（抽象）ばかりが肥大していく
この脱 Yoknapatawpha物語を次に分析して，Faulknerの転機の意味をさらに解明し，その後で，
Faulknerの人生最後の作品 The Reivers（1962） において，再び処女膜幻想のパターンに戻っている
意味を考え，長年にわたった私の Faulkner研究を締めくくりたい。
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fall 2006 pp.4-10, Tracy Bealer,  “’Just Git the Womenfolks To Working At It’: The Construction of Black Masculinity in 
Go Down, Moses, ATENEA Vol. XXXIII NUM. 1, 2008, pp. 107–130.
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べれば，Lucasがこれまでの Faulknerの作品には存在しなかったタイプの，賢い黒人であることが良く分かる。
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